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▼ 「自分事」の市政を創る第一歩！ 
  

6 月 3 日（日）告示、10 日（日）投票で松戸市長

選が行われます。今回の市長選には、選管の事前審

査から４名の方が立候補します。 

現市長の本郷谷健次さん（69 歳）、「NHK から国民

を守る党」公認の中村典子さん（40 歳）、日本共産党

公認のミール計恵さん（48 歳）、無所属の川井友則さ

ん（42 歳）です。 

 4 月 22 日投票の市川市長選では、再選挙の結果、

無所属新人の元衆院議員、村越祐民氏（44 歳、立民、

民進、共産、自由、社民推薦）が初当選し、4 ヶ月ぶ

りに市長不在が解消されました。今回の松戸市長選

も野党や市民運動の幅広い連携が求められていまし

たが、市川市長選のような連繋の輪がつくれず、現

職市長の批判派としてミール計恵さんが共産党の公

認として立候補します。 

  

市民自治をめざす 1000 人の会では、2006 年の市

長選で生まれた市民運動と野党の連繋が今回も成功

できずに、積極的に支持する候補者を擁立すること

ができませんでした。そのために、松戸市政にとっ

て重要な政策的課題を問う『候補予定者への公開質

問書』を作成し、回答を可能な限り広めて、有権者

の投票行動に結びつける努力をしていきます。今回

は 4 名のところ、3 名の候補予定者（本郷谷さん、ミ

ールさん、川井さん）から回答が寄せられましたの

で紹介したいと思います。 

松戸市政を検証し、投票に行きましょう。 

▼ 「参加・連帯・自治をめざすネットワ

ーク」（仮称）を提案 

  

高齢化と人口減少が進む中で、これからの自治体

運営は進められます。今、自治体と市民に求められ

ていることは、自治体運営には「他人事」としてし

か関われない現在の構造を大きく転換させていくこ

とだと思います。 

市民が「自分事」としてまちづくりに関われる仕

組みづくりが重要です。日本では、多くの市民・社

会運動が縦型の連繋で日常的に行動しています。こ

の行動様式を横断化し、市民自治を根本からつくり

直すための政策課題を論議・策定し行動する「参加・

連帯・自治をめざすネットワーク」(仮称)を提案して

いきます。このネットワークを通じて、市政を検証

し、問題点を明らかにしていく。特に貧困と格差社

会の是正、人権が保障されるまちづくり・自治体を

めざした論議を地域毎に繰り返せれば、こうした活

動の中で市長候補の擁立も可能になると思われます。  

これまで 3 回の市長選の失敗を踏まえて、こうし

た新たな取り組みに着手したいと思います。その際

に重要になることが、韓国の「100 万人ローソク革

命」だと思います。このローソク革命を支えてきた

ソウル市政の取り組みが注目されています。超『格

差社会』を是正するソウル市政から学んでみません

か。 
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「1000 人の会」から松戸市長選候補予定者への公開質問書 
 
1. 市長選に立候補を決意された大きな理由は何ですか。 

 

2. 松戸市政の現状で、大きく改革しなければならない課

題は何だと考えていますか。 

 

3. 公共施設再編問題についてお尋ねします。 

1970 年代前後から集中整備した公共施設、道路、橋、

上下水道などが、2020 年代以降、いっきに更新の時期を

迎えます。人口減少の中で、「省インフラ」の視点で、公

共施設の将来を考える時、早急に市民参加のもとで具体

的な取り組みを加速しなければと考えます。この問題に

ついてどのようなお考えをお持ちですか。 

 
4.「子育てしやすい自治体」をめざして、小規模保育所
が 61 ヶ所も開所されましたが、「量から質」への転換へ
の施策についてお尋ねします。 

超スピードで保育所の拡大を進めたために、採光や換

気、保育の質等が共通に担保されていません。どのよう

な取り組みで環境や保育の質を高めて行けばよいとお考

えですか。 

 

5. 放射能汚染による子どもの健康被害問題についてお

尋ねします。 

東電福島原発事故から 7 年余、福島県の小児甲状腺が

ん及び疑いの子どもたちは毎年増え続け、今年 3 月で

197 人となりました。通常の数十倍から 100 倍以上の非

常に高い発症率です。千葉県でも、4 人の発症が確認さ

れています。ホットスポット地域となった東葛地域では、

松戸市、柏市、我孫子市、野田市、白井市、鎌ケ谷市の 6

市で甲状腺検査が行われています。希望者に対して、甲

状腺検査、心電図、尿や母乳の検査、血液検査など、効

果的で継続的・長期的な検査体制を整えていくことが求

められています。松戸市での受診状況は他市と比べても

少ない状況です。どうすれば拡大できるとお考えですか。 

 
6. 「エネルギーの地産地消」についてお尋ねします。   

原発震災から 7 年余、放射能被害の深刻さを体験し、

世論の多数派は「さようなら原発」「原発ゼロ！」という

脱原発派となりました。多くの自治体も「エネルギーの

地産地消」をめざして行動しています。松戸市も率先し

て脱原発・再生可能な自然エネルギー対策に取り組み、

「エネルギーの地産地消」を推進していただきたいと思

います。再生可能なエネルギー政策への転換についての

お考えをお聞かせください。 

 

7. 医療と介護の連繋、その要となる市立福祉医療センタ

ー東松戸病院の今後についてお尋ねします。 

「いきいき安心プラン VI まつど」でも強調されています

医療と介護の連繋は、「2025 年問題」が迫ってくる中で

待ったなしの課題です。医療と介護の要となることこそ、

東松戸病院の役割です。現在、病院運営審議会でその機

能と運営のあり方が審議されていますが、現在の回復期

リハビリ、地域包括ケア等の事業と同時に地域の医療・

介護機関としてどのような役割を期待しますか。経営形

態を如何すればよいとお考えですか。 

 

8. 高齢者福祉・地域包括支援センターについてお尋ねし

ます。 

2000 年、「介護の社会化」と「利用者本位」、「市民参

加」の理念を掲げて発足した介護保険制度が、政府の社

会保障費削減政策によって大きく変質させられてきまし

た。こうした中で松戸市は高齢者の総合窓口として 16

（委託型、基幹型合わせて）の地域包括支援センターを

立ち上げ、機能を拡充し「地域包括ケア」を推進させよ

うとしています。「2025 年問題」が大きな問題となる中

で、「介護難民」を出さないために、地域包括支援センタ

ー関連でどのような施策が重要だと考えておりますか。 

 

9. 図書館政策についてお尋ねします。 

立ち遅れていた図書館政策は、図書館整備計画審議会に

よる「松戸市図書館整備計画」によって、市民が期待す

る方向性が示されました。ところが、この計画を具体的

に進めるプランが明らかにされていません。「中央図書

館」をこれから進める市庁舎等を含む複合施設内に盛り

こみ、実現する方向が可能かどうか、どのような対応が

必要だとお考えですか。 

 

10. 大型開発計画と矢切耕地での巨大物流センター建設

計画についてお尋ねします。 

今年に入って、次から次へと大型開発計画が明らかにな

り、このままでは松戸市の財政が破たんするのではない

かと危惧されます。続出する大型開発事業の事業化につ

いての考えをお聞かせください。さらに、昨年末から矢

切耕地を買収して巨大物流センター建設構想が急浮上し

てきました。すでに計画の 3 地域のうち 6 号線に近い小

山・上矢切地域の買収はかなり進んでいるとのことです。

松戸市内で一番残されている農地を削減し、矢切の斜面

林や景観を台なしにする巨大物流センター建設をどの様

に考えておりますか。 

 

11. 自治体の憲法ともいわれる「自治基本条例」や「常

設型住民投票条例」の新設についてお尋ねします。 

政府と対等な自治体運営を進めるためには、市民参加

がキーワードになります。本郷谷氏は 8 年前の市長選で、

この 2 つの条例提案を市民に約束しました。ところが、

この 8 年間「自治基本条例」は提案できず、「常設型住民

投票条例」は議会の否決で実現できませんでした。私た

ちは、この 2 つの条例提案は市民参加の市政にとって大

変重要だと考えています。この 2 つの条例の新設につい

て、どのような考えをお持ちですか。 
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＜無所属・現職市長 本郷谷健次さんの回答＞ 
 
1. 市長選に立候補を決意された大きな理由は何で

すか 

 

まつど力が徐々に上昇してきており、市民の方々

から｢松戸変わった、良くなった｣と喜んで頂ける・・

もう一歩のところまで来たと感じています。重要な

継続 PJ もあり気力体力ともに充実しており、やり

遂げたいと思っています。 

 

2. 松戸市政の現状で、大きく改革しなければなら

ない課題は何だと考えていますか 

 

松戸市だけが抱えている課題ではありませんが、

やはり人口減少、少子高齢化問題です。人口流出に

歯止めかけ流入を促進する、それはいわば都市間競

争です。地方に行けば行くほどこの問題は深刻です。 

 

3. 公共施設再編問題についてお尋ねします 

 

ご指摘のとおりと思います。市民参加のもとで、

というよりインフラ整備については短期、中期、長

期という区分で計画的に順次整備していきます。） 

 

4. 「子育てしやすい自治体」をめざして、小規模

保育所が 61 ヶ所も開所されましたが、「量から

質」への転換への施策についてお尋ねします 

 

待機児童ゼロに向け、場所の確保、スタッフの確

保、施設環境整備の同時進行がベストである事は自

明です。８年前の市長就任時より駅前・駅中に保育

所を設置して行く方針で取り組んできました。その

半ばにおいて待機児童問題が大きく取り上げられる

ようになりゼロへ向けての受け皿確保のスピードが

求められてきました。 

現在は国基準での待機児童は３年連続ゼロとなっ

ていますが実質的な待機児童はまだまだおられます。

現在設置した保育所の質を高めながら、さらなる保

育所確保を継続させていかなければなりません。 

 

5. 放射能汚染による子どもの健康被害問題につい

てお尋ねします 

 

子ども関連施設での放射線量は H23 年０．２８μ

Sv/ｈでしたが緊急除染対策により H24 年では０．

１５μSv/ｈ（国基準０．２３μSv/ｈ）となり現在

は 0、０５５μSv/ｈにまで下がりました。 

又、甲状腺超音波検査を費用を補助する形で 358

名実施し専門病院での再検査 1 名、経過観察 3 名、

異常なし 354 名となっています。 

これからも希望者に対し実施していきます。 

 

6. 「エネルギーの地産地消」についてお尋ねします 

 

この問題は地球規模での人口、エネルギー、食糧

の3要素で同時多元的そして長期的にみていかなく

てはなりません。 

先進国の人口は減少傾向にありますが地球規模で

増加傾向にあり、人口増加に伴いエネルギー、食糧

の需要が増大して行きます。 

化石燃料の埋蔵量は枯渇に向けて消費され、陸地

は海抜の上昇と砂漠化傾向にあり作物を作る台地は

狭まって行っています。 

原子力エネルギーを即認めないとなると、化石燃

料、バイオマス燃料、太陽光・風力、燃料電池とい

うエネルギーの確保が必要になります。 

化石燃料は枯渇傾向にあり地球温暖化問題を抱え、

バイオマスエネルギーは食糧供給とのバランスをと

らなければなりません。南米のある国がバイオマス

資源としてトウモロコシを使用しまた輸出もしまし

たが食糧難に陥りました。 

太陽光・風力は安定性に問題があります。そのよ

うな事からエネルギー問題はエネルギーミックスし

ていくしかないと考えます。 

一方でラスト１メートルで地球を救おうという活

動もあります。 

身近なところ、手が届くところでのエネルギー節

約、食事の節約、ゴミを出さない運動です。アース

ディが有名です。 

松戸では減 CO2（減コツ）運動と称して展開して

います。小さな積み重ねが大きな問題への解決へと

つながっていきます。 

 

7. 医療と介護の連繋、その要となる市立福祉医療セ

ンター東松戸病院の今後についてお尋ねします 

 

松戸には４つの大病院があり、高度医療、緊急医

療体制がハイレベルにあると思います。しかしなが

ら、治療を終えた人のリハビリとなると市外に行か

ざるを得ない状況ですので東松戸病院をリハビリ病

院として活用する方向で進めています。 
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8. 高齢者福祉・地域包括支援センターについてお

尋ねします 

 

高齢者の相談をワンストップで対応する、という

のが同センターの役割です。年金の事、介護の事、

健康の事等をこの１ケ所で対応できるように専門家、

医者も待機しています。 

又、センターまで来れない人もおられます。その

ような方には訪問相談も行います。さらにはバディ

制度（不自由な一人に２人が友人になる）の運営も

センターが行っていくことも考えています。 

 

9. 図書館政策についてお尋ねします 

 

松戸駅周辺リニューアル計画の中に｢中央図書館｣

構想が既に織り込んであります。又、内閣府｢都市再

生緊急整備地域｣に松戸駅が候補指定されました。 

これにより、世界の一流都市デザイナーが参画し

てきます。ご期待ください。 

 

10. 大型開発計画と矢切耕地での巨大物流センター

建設計画についてお尋ねします 

 

松戸市は東京に隣接する都市として早くから発展

してきました。 

それが、近年は近隣都市の田畑が開発対象となり、

松戸市が埋没する状況になってしまいました。ショ

ッピングモールも映画館もホテルもない松戸、市場

も統廃合。しかし時代は巡り千葉で３番目に大きな

都市・松戸に注目が再び集まってきたのです。 

２０２０東京オリパラで２ケ国が事前キャンプ、

北部市場跡地にショッピングモール、松戸駅前にホ

テル建設、千駄堀の総合医療センター最寄に新駅構

想等とプロジェクトラッシュです。 

又、帝釈天を向こう岸にもつ矢切の渡し地区を観

光資源に道の駅、等も計画を検討しています。観光

資源とするので自然破壊ではなく自然保護の方向で

す。） 

 

11. 自治体の憲法ともいわれる「自治基本条例」や「常

設型住民投票条例」の新設についてお尋ねします 

 

地方自治体は２元代表制で運営されています。両条

例は大変重要だと思っていますが行政側が重要案件

として提案しても市議会が反対すると条例は成立し

ません。又、強硬は民主主義のルールに反します。 

従い、市議選においても市民の厳しい目が必要とさ

れていますし、志のある市民の立候補も大切です。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜日本共産党公認 新人 ミール計恵さんの回答 ＞ 
 

1. 市長選に立候補を決意された大きな理由は何で

すか 

 

8 年前、本郷谷市長の誕生に多くの方が、「自民党

市政の転換」を期待したと思います。しかし安倍政

権の発足以降、「規制緩和と安上がり福祉、開発優先」

「命の分野を市場開放し行政の責任後退」が松戸市

で急速に広がりました。 

市長が自民党に入党したのでは、という話がある

ように、まさに安倍政権と一体です。暮らしも憲法

も壊す安倍政権に、いま声を上げる市長が必要です。

市川市に続き、市民と野党共闘で新しい松戸を作り

ます。 

2. 松戸市政の現状で、大きく改革しなければなら

ない課題は何だと考えていますか。 

 

何より安倍政権の方針を忠実に、ときには先行し

て取り入れる市政運営からの転換です。いわゆる「新

自由主義的な行政改革」によって、「行政の本来のあ

り方」や福祉・教育の「そもそも論」が歪められて

います。それは安倍政権の一連の疑惑への対応にも

現れています。 

子育て支援も福祉も「子どもや市民の権利」より

も「経済性や効率性」が優先される一方、財源も優

先順位も示さず大型開発に夢中、という市政運営は

逆立ちしています。 
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3. 公共施設再編問題についてお尋ねします 

 

安倍政権は公共施設再編と民活の導入（PPP）を

促進し、国の方針を先導する識者の一人が市の公共

施設再編審議会に入っています。 

審議では、学校統廃合について「統廃合ではなく

再配置という言い方がよい」「教育委員会に任せると

『教育のあるべき姿』という議論が先行しがち」な

ど、「統廃合ありき」の意見も出ていますが、「公共

施設は市民の共有財産」との認識のもと「丁寧な説

明」と「合意形成の努力」を尽くして進めるべきで

す。） 

 

4. 「子育てしやすい自治体」をめざして、小規模

保育所が 61 カ所も開設されましたが、「質から

量」への転換への施策についてお尋ねします 

  

待機児童問題の解消は、日本共産党が 20 年前か

ら市議会で求めてきたものであり、応急的な対策と

して小規模保育所の効果は否定するものではありま

せん。 

しかし安倍政権の「保育環境の規制緩和」に乗り

「子どもの育ち・保育の質」より「早さ・安さ」第

一の方針は、「質の高い松戸の公立保育」をも崩しつ

つあります。 

待機児童解消は、0～5 歳までの認可保育所の増設

を中心とし、小規模も B 型の A 型への転換など、環

境改善を進めます。 

 

5. 放射能汚染による子どもの健康被害問題につい

てお尋ねします 

 

被曝による健康被害は、不安をあおるでも、楽観

論を振りまくでもなく、正しい情報と知識により「正

しく恐れる」ことが大切だと思います。 

市の甲状腺エコー検査は「安心のための施策」と

説明しますが、原発推進派による楽観論や情報隠し

で「正しく恐れる」ことができていない市民も少な

くありません。 

制度ができて数年、予約超過の状況は解消してい

ます。今後は学校に制度のお知らせを配るなどの情

報提供に踏み出すべきと考えます。 

 

6. 「エネルギーの地産地消」についてお尋ねします 

 

「原発ゼロ」でもエネルギーが足りることは、国

民の努力で実証されました。 

松戸市でどんな自然エネルギー地産が可能かは研

究が必要ですが、太陽光であれば近隣住民のご理解

を前提にソーラーシェアリング導入なども考えられ

ます。 

日本共産党は、学校屋上の太陽光パネル設置を提

案していますが、学校統廃合を視野に入れる市は消

極的です。地産と同時に省エネ機器導入や住宅のエ

コ化リフォーム助成など、省エネ社会づくりも進め

ます。 

 

7. 医療と介護の連携、その要となる市立福祉医療セ

ンター東松戸病院の今後についてお尋ねします 

 

いま松戸市では、市立総合医療センターを退院し

た患者が、東松戸病院で地域包括ケアや回復期リハ

ビリを受け、必要に応じて梨香苑（介護老人保健施

設）に入り自宅復帰を目指す、という流れがつくら

れています。 

県は 2025 年に松戸を含む東葛北部で回復期

2806、慢性期607の病床が不足するとしています。

病院運営審議会で経営改善に向けた議論がされてい

ますが、地域医療の受け皿として、もうけ第一では

ない公立病院として存続が望まれます。 

 

8. 高齢者福祉・地域包括支援センターについてお

尋ねします 

 

安倍政権は、介護への国の責任を「地域」へ押し

つけています。 

地域包括支援センターは、介護に限らず高齢者の

「困りごと全般」に対応する窓口です。ただ昨年度、

予防プラン・マネジメントが 1 万件も増えるなど、

期待される機能や、過大な業務量に人的・物的な資

源が足りません。民間の相談機関ということで介護

以外の所管課からの認知や連携も不十分です。行政

側の「何でも包括に丸投げ」の意識改革と人員・体

制の拡充が急務です。 

 

9. 図書館政策についてお尋ねします 

 

図書館政策の関連では、日本共産党の提案で一部

の学校図書館で司書の固定配置が進み成果を上げま

したが、図書館職員に占める司書割合が極めて低い

など本腰が入っていません。 

松戸駅東口の計画はまだ見えませんが、市民会

館・中央図書館を併設した市文化の砦となる複合施

設はぜひ実現したいと思います。 
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ただ、仮に官民複合施設とした場合のリスクや、

周辺のアクセス道路網など検証は必要で、市役所移

転後の跡地も候補地と考えます。 

 

10. 大型開発と矢切耕地での巨大物流センター建設

についてお尋ねします 

 

市長の開発構想は「期待先行型」で前例のないほ

ど無責任なもので、マスコミや県職員からも財政破

綻の懸念が指摘されています。公共施設の改修・建

替えに 1275 億円も不足するのに、その他に 1000

億円超の開発費用をどこから出すか説明もありませ

ん。 

今まで実施した調査や計画を再検証し「ありき」

ではない見直しを進めます。矢切への物流センター

進出は反対ですが、維持・存続だけでない具体的な

支援策を農業者、住民の皆さんと考えます。 

 

11. 自治体の憲法ともいわれる「自治基本条例」や

「常設型住民投票条例」の新設についてお尋ね

します 

  

市長提案の「住民投票条例」に対し、日本共産党

は 18 歳投票権を含む 5 項目の「修正案」を提案し

制定に向け積極的に働きかけてきており、その姿勢

は私ミールが市長となっても変わりません。 

「自治基本条例」は国に対する憲法と同様に「自

治体行政をも縛る」ものです。市行政をすっかり私

物化した現市長に「自分を縛る条例」の制定は無理

でしょう。 

多様化する社会では「市民が主役」の行政運営は

欠かせず、条例制定は必須と考えます。 

 

 

 
 

＜無所属・新人、元県議 川井友則さんの回答＞ 

 
1. 市長選に立候補を決意された大きな理由は何で

すか 

  

市債の増加、周辺市の中で１人あたりの税収が最

低など、現市政のままでは松戸は衰退してしまう。

それを立て直すために、立候補を決意した。 

 

2. 松戸市政の現状で、大きく改革しなければなら

ない課題は何だと考えていますか 

 

 財政の改善と税収の増加。福祉にしても何にして

も、財政がしっかりしていなければ、スムーズに予

算を回すことができない。財政改革は“出”につい

てだけではなく、“入”の部分も考慮すべきで、これ

まで収入増を図る施策が乏しかった印象があるため、

無駄の切り詰めにとどまらず、産業振興など税収増

を図ることに力を注ぐ。 

 

3. 公共施設再編問題についてお尋ねします 

 

いわゆる開発の面では、旧市民病院跡地に市役所

分館、或いは北松戸支所を含めた総合コミュニティ

ーセンターを造る青写真を描いている。全体として

は、スマートシティを目指す。建て替え等では、既

存施設では減築でコストを下げることも考慮（隣市

の市川における県立大野学園等）。市役所の建て替え

を建設コストが下がる 10～20 年後に延期し、それ

までは既存施設の賃貸で賄い財政負担を軽減させた

木更津市の例などを参考にしたい。 

 

4. 「子育てしやすい自治体」をめざして、小規模

保育所が 61 ヶ所も開所されましたが、「量から

質」への転換への施策についてお尋ねします 

 

私自身、４人の子どもの父親としてこの問題は喫

緊の課題と思っている。それだけではなく、放課後

児童保育（いわゆる学童保育）の拡充に力を注ぎた

い。保守、リベラルを問わず、保育園問題に傾斜し

過ぎで、その先に控える“小１の壁”に行政の関心

が低い現状を改めることが第一と考えている。遅れ

ている学童保育問題を急ぐべきだ。 

 

5. 放射能汚染による子どもの健康被害問題につい

てお尋ねします 

 

当然、子どもの健康を守るために継続して取り組

む。受診状況に関しては、行政のアピールが足りな

いためと考えられる。周知を徹底させる施策（啓蒙

活動の推進）を進めたい。 
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6. 「エネルギーの地産地消」についてお尋ねします。  

 

バイオマスを施策として考える自治体もあるが、

これは環境破壊に繋がるデメリットもあり、松戸の

緑を守るためにも選択肢から外す。腹案としては、

ソーラーシェアリングの拡充。市内農家の収入増を

図る一方、耕作放棄地の活性化にソーラーシェアリ

ングを施策として考えたい。現状では規制も厳しい

ため、状況次第では、ソーラーシェアリングの特区

申請も考慮する。 

 

7. 医療と介護の連繋、その要となる市立福祉医療セ

ンター東松戸病院の今後についてお尋ねします。 

 

経営形態については、財政負担の大きさを踏まえ、

民営化、民間医療機関への売却を考える。近隣では、

旧市川浦安市民病院（市川市・浦安市、現東京ベイ

医療センター）の例などもあり、そこでは地域医療

が崩壊したという話など出ていない。高度な医療を

担保するためにも、民間に任せるのがベター。県内

では、県立東金病院の閉院、民間移行が問題視され

たが、都市部と地方を同一で考えるべきではない。 

 

8. 高齢者福祉・地域包括支援センターについてお

尋ねします 

 

地域包括ケアの拡充は重要な施策と思っているが、

これが官のポストを増やすがごとき施策にしてはな

らないと第一に考える。施策を考える前段階として、

地域包括ケアは医療、介護、その他、幅広い分野が

有機的に結合して初めて成り立つものなので、これ

ら各分野のヨコを連携をしっかりさせることが、最

初に取り組むべき課題と考える。 

 

9. 図書館政策についてお尋ねします 

 

図書館を増やし、松戸を文化都市をアピールする

ことを考えたい。もちろん、予算の問題もあるので、

箱物としての施策は困難が付きまとう。そのため、

第一として電子図書館の強化から取り組む。これに

より、特に、お年寄りは出向かずとも本を手軽に読

めるようになる。パソコンを使っていた世代が高齢

化した際には、電子図書館は有意なものになると考

えている。 

 

10. 大型開発計画と矢切耕地での巨大物流センター

建設計画についてお尋ねします 

 

開発案件は、基本的に発展余地が大きい東松戸で

行う。物流センター自体は、松戸の産業振興を考え

る上で重要。市川のアマゾンの例を見れば明らかだ。

ただ、矢切には建設しない。 

 

11. 自治体の憲法ともいわれる「自治基本条例」や「常

設型住民投票条例」の新設についてお尋ねします。 

 

自治基本条例には理解を示すが、常設型住民投票

条例はどうか。そもそも、何のための議会なのか。

住民の代表で議論する議会の意味を考える必要があ

るだろう。立候補は誰でもできる訳だから、訴えた

いことがあるなら議員を目指し、選挙の洗礼を受け

るのが自然の姿と思っている。 

 

《編集後記》選挙準備の多忙の中で、私たちの質問

書に応答してくれた本郷谷氏、ミール氏、川井氏に感

謝します。殊に 200 文字以内に回答を収めてくれたミ

ール氏、川井氏には改めて、ありがとうございました、

と記します。回答順に載せました。中村氏の無回答は

残念でした。松戸市の主権者は松戸市民です。その市

民の一票が市長を決めます。もしこの記事を読んで、

投票の一助になってくれるならば、私たちは幸甚です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1000 人の会主催の朝鮮問題学習会 
 

＜1 回目＞ 

テーマ/朝鮮戦争通史を学ぶ 
 

▼ 日時：6 月 22 日(金)午後 1 時 30 分から 

▼ 会場：ほくとビル 4F 会議室 

▼ 報告者：東風 徹さん 

▼ 参加費：200 円 
 

＜2 回目＞ 

テーマ/南北首脳会談、米朝首脳会談を通して

アジアと日本を考える 
 

▼ 日時：7 月 8 日（日）午後 1 時 30 分から 

▼ 会場：松戸市民会館 101 号室 

▼ 講師：大畑龍次さん（アジア問題研究者） 

▼ 参加費：300 円： 
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松戸市民にとって大切な場所・矢切耕地 
 

松戸市総合計画は「次世代を担う子どもたちのふ

るさと、緑花清流のまち松戸の創世」を合言葉に、

矢切地域を松戸市の「顔」と位置付けてきました。

そして、人口 49 万人にも及ぶ 大都市にもかかわら

ず「緑豊かな住みよい街」として『松戸』を印象付

けるのは、矢切の田園風景です。 

東京から江戸川を渡ったとたんに、視界が開け、

風が吹きわたる江戸川と川沿いの耕地と矢切の斜面

林は、松戸の表玄関としての大切な役割を果たして

いるのです。 

この地域は、江戸前野菜の産地として江戸の台所

を支え、今もブランド矢切ネギを始め東葛野菜の産

地として、多くの田畑が耕作されています。 

そして、矢切の斜面林、寅さん映画で有名な江戸

川土手と矢切の渡し、伊藤左千夫の『野菊の墓』の

記念碑等の観光名所もあり、国の名勝に指定された

戸定邸の庭園から、遥か富士山を望む眺望も大切に

したいと思います。 市街化調整区域に指定されて、

生産と消費が連携できる集約された耕地です。 

 
なぜ、市街化調整区域に 
 

そこへ、巨大な物流センター構想が浮上。流山で

は、すでに江戸川沿いの新川耕地という地域に３㎞

にも及ぶ巨大な物流倉庫群が建設されています。東

京に近く、まとまった面積が確保され、市街化調整

区域であるため土地が安いからです。 

これまで、市民には知らされていませんでしたが、

市の担当課には3年ほど前から話があったそうです。

市は民間の取引であり、具体的な申請等一切きてい

ないのでと、推進でも規制でもない曖昧な態度を続

けていたのです。 

   しかし、農地の 8 倍ほどの価格で土地を購入す

るとの話に、民間の業者と契約をしてしまった地権

者もいるそうです。 

矢切地区は、上・中・下と分かれていて、下矢切

地区では契約はしないとの合意ができたそうですが、

上矢切と中矢切には、すでに契約した地権者もある

中で、スーツ姿の二人組が一軒一軒廻って「ほとん

ど契約しましたよ」などと契約を迫っているとか。 

本来は物流センターが建てられないはずの市街化

調整区域でも、高規格道路（国道６号線のような）

に面していれば許可できるという閣議決定があった

のです。この緑花清流の 松戸のすばらしい「顔」、

矢切の耕地を未来に残していきたいものです。 

 

 

 
 
「矢切の耕地を未来につなげる会」に参加しませんか 
 

こうした動き

の中で 5 月 8

日、矢切の耕地

を残したい市

民有志によっ

て「矢切の耕地

を未来につな

げる会」準備会が発足されました。矢切の耕地が持

っている農地と景観を守るための提案が次々と出さ

れました。 

「矢切の農地と景観を守る」には、多くの市民たち

に賛同をいただくためのリーフレット等の作成と拡

散、矢切地域を知るために矢切に出かけるイベント

の企画も提案されました。 

準備会前のプレイベントとして 5 月 4 日、「矢切

で田んぼ体験」が行われ、50 人ほどの親子連れが参

加。楽しい田植え作業と昼食会が行なわれました。

5 月 20 日には「矢切自然ウオッチング」も行なわれ

ました。多くの市民が、矢切地域に目を向け、訪れ、

大いに遊び語り合いましょう。      

 

 

 



                                   E-mail  shinji-1000party@msj.biglobe.ne.jp 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


